
Ⅰ 研究主題・副題 

主体的・対話的で深い学びのできる「たかはるの子」の育成 

～「深い学び」につなげるための指導法の研究～ 

 
Ⅱ 主題設定の理由 

本研究所では、一昨年度「視覚化」と「発問」の工夫による全員参加の授業づくりを通して、主

体性をもち、対話的な学びのできるたかはるの子の育成を目指してきた。昨年度は、各教科等の特

質を踏まえた見方・考え方を働かせる授業づくりの研究に取り組み、各教科等における目指す児童

生徒の姿を明確にし、授業実践を積み重ねてきた。目指す児童生徒の姿を明確にすることにより、

それぞれの授業改善に役立てることができた一方で、評価の工夫が必要である、深い学びについて

は具体的にイメージしにくいので、更なる研究が必要であるなどの課題も明らかとなった。 
  そこで本年度は、昨年度と同じ研究主題で、教科を小学校国語科と中学校外国語科（以下国語科、

外国語科）に絞って深い学びについての研究を進めていくことにした。 
  理論研究では、国語科、外国語科における「主体的・対話的で深い学び」について具体的な姿な

どを整理し、「深い学び」につなげるための手立ての工夫について考えることとする。授業実践では、

国語科と外国語科の授業研究を中心に、「各教科における見方・考え方」を働かせながら「深い学び」

につながるような手立て等が有効であったかなどを検証していきたい。 
  このような研究を通して、高原町の教育目標「心身の教育を基盤にした学力向上とふるさと教

育の充実」の具現化を図っていきたい。 
   
Ⅲ 研究目標 

主体的・対話的で深い学びのできる児童生徒を育成するために、国語科、外国語科での「深い学

び」につなげる手立ての在り方を究明する。 
 
Ⅳ 研究仮説 

  国語科、外国語科において、目指す児童生徒の姿を整理し、それを意識しながら「深い学び」に

つなげる手立てを授業で行えば、主体的・対話的で深い学びのできる児童生徒が育成できるであろ

う。 
 
Ⅴ 研究内容 

１ 理論研究 
（１） 「主体的・対話的で深い学び」における目指す児童生徒の姿（国語科・外国語科） 
（２） 「深い学び」につなげる手立ての工夫 
２ 授業研究 
（１） 「深い学び」につなげるための指導法の工夫 
（２） アンケートによる検証 

 

Ⅵ 研究の実際 

 １ 理論研究 
 （１） 「主体的・対話的で深い学び」における目指す児童生徒の姿（国語科・外国語科） 
     主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の具体的な内容については、新学習指

導要領解説・総則編に示されており、それをもとに、昨年度本研究所では、「主体的な学び」、

「対話的な学び」、「深い学び」を次のように捉え、具体的な児童生徒の姿を整理した。 



 それぞれの学びのイメージ 具体的な児童生徒の姿 
主体的な

学び 
○ 目的意識をもって、自分の意思

で決定・行動し、自分のこととし

て問題をとらえ、自分のこととし

て取り組んでいる。 

○ 忘れ物をせず、進んで考えたり自分の考

えを表現したりしている。 
○ 問題解決に向けて見通しをもち、最後ま

で粘り強く学習に取り組んでいる。 
○ 学習活動や自分の学習状況を振り返り、

次の学習への意欲と見通しをもつことが

できる。 
対話的な

学び 
○ 話に一貫性や主張があり、双方

向である。充実感があり、広がり

や深まりがある。 

○ 子供同士、教職員や地域の人との対話を

通して、自分の考えのよさに気付いたり、

新しい考え方に気付いたりしている。 
○ 対話に加えて、本を通して自分の考えを

より妥当なものにしたり、新しい考えに気

付いたりしている。 
深い学び ○ 身に付けた知識・技能が互いに

つながり、絡み合う。または身に

付けた知識・技能を異なる場面や

状況で活用でき、充実感や感動を

味わう。 

○ 既習事項や経験したことをもとに、問題

解決を図っている。 
○ さまざまな情報を関連付けて考えてい

る。 
○ 感性を働かせて、自分の思いや考えを創

造している。 
   

更に本年度は、国語科、外国語科で目指す児童生徒の姿を次のように整理した。 
 

【「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の具体的な児童生徒の姿】 
（国語科・外国語科） 

 主体的な学び 対話的な学び 深い学び 
 
 
 

小学校 
国語科 

○ 課題に対して目的意識

をもって学習に取り組ん

でいる。 
○ 何度でも文章を読み直

し、解決しようとしてい

る。 
○ その単元のゴールをイ

メージし、何を学ぶのか

が分かっている。 
 

○ 自分の思いや考えを言

葉で表すことができる。 
○ 自分と他者との考えを

比較し、共通点や相違点

を見つけることができ

る。 
○ 他者の考えを基に、自

分の考えを明確にした

り、修正したりすること

ができる。 

○ 既習事項や自分の体

験等と関連付けて考え

ることができる。 
○ ノートやワークシー

トなど自分が学んだこ

とを振り返り、理解し

なおしたり表現しなお

したりすることができ

る。 
 

 
 

中学校 
外国語科 
（読むこと） 
（書くこと） 

○ 目的意識をもって、自

分のこととして読んでい

る。 
○ 「キーワード」や「タ

イトル」を考えながら本

文を読んでいる。 
○ 自分自身の学習を振り

返ることができる。 

○ 書き手と自分の意見を

比較しながら読むことが

できる。 
○ 書き手との対話や読み

取ったことから、自分の

考えを書くことができ

る。 
※書き手・・・筆者や友だち 

○ 既習事項や自分の経

験をもとに、書いたり

読んだりすることがで

きる。 
○ 読み手に配慮して、

感想・賛否やその理由

を書くことができる。 



 （２） 「深い学び」につなげるための手立て 
     「深い学び」につなげるための手立てとして、国語科と外国語科では以下のような手立て

を考え、児童生徒の実態等を踏まえて、授業で具体的な実践を行うようにした。 
 

【国語科では・・・】               【外国語科では・・・】 
 
 
 
 
 
 
 
  ③ 算数科   
 
 
 
 
２ 授業研究 
（１） 「深い学び」につなげるための指導法の工夫 

     授業実践を進めるにあたり、児童生徒の実態を把握するためにアンケートを実施した。 
    以下がその結果であり、授業実践を通して、手立てが有効であったかを検証することとした。                

 質問項目 いつも 
できている 

ときどき 
できている 

あまり 
できていない 

ほとんど 
できていない 

１ 
今まで習ったことを思い出しながら、あ

きらめずに問題をとこうとしています

か。 

６１ ６１ １２ ３ 

２ 
自分の考えをノートやプリントに書いて

いますか。 ７０ ４３ ２１ ３ 

３ 

授業中に進んで発表や発言をしています

か。 
（ペア学習やグループ活動での発言など

も入れる） 

４７ ５０ ２５ １５ 

４ 
自分の考えを分かりやすく伝えることが

できていますか。 ３９ ７１ ２０ ７ 

５ 

友達や先生の説明を聞いて、自分の考え

と同じところ、ちがうところ、自分や友達

の考えのいいところを見つけることがで

きていますか。 

５５ ５９ １７ ６ 

６ 

これまでに習ったことや自分がやったこ

とのあること、知っていること、資料など

を関連づけて課題を解決しようとしてい

ますか。 

４４ ６７ １９ ７ 

１～３は「主体的な学び」、４～５は「対話的な学び」、６は「深い学び」 
（高原町内の小学生６９名、中学生６８名を対象に実施） 

○ これまでの学習で読み取ったこ

とや考えたことがすぐに確認でき

たり、考えの手掛かりを選択した

りできるように、ノート、掲示物

等を蓄積していく。 
○ 本単元と関連が深い既習事項に

ついて、単元や授業の導入で確認

する。 

○ 会話が続けられるよう、既習

の慣用表現やつなぎ言葉などを

例示する。 
○ 実際のコミュニケーションの

場面に近づけた必然性のある言

語活動を設ける。 
○ 想起される事柄を整理する活

動を行い、自分の意見をまとめ

る時間を確保する。 



① 小学校 国語科 
     第５学年の国語科「資料を生かして考えたことを書こう」において、「書くこと」の単元に

おける「主体的･対話的で深い学び」を意識した検証授業である。 
単元名 資料を生かして考えたことを書こう（全５時間：本時３／５） 
本時の目標 ○ 資料から読み取ったことを協働して記事作成メモにまとめることが

できる。 
 

ア 授業の実際    
主な学習内容及び学習活動 主体的な学び、対話的な学び、深い学びにつなげる手立て 

情報の分析・評価・論述 
１ 複数の資料から共通するものは何かを

考える。 
２ 本時のめあてを確認する。 
 
 
 
 
 
 

 

考え方の形成 
３ 資料から情報を読み取り、分かることを

適切に書く。 
 ○ いつ、どこで、誰が、何を、なぜ、ど

うしている 
 
 
 
 
 
 
双方間のディスカッションによる学び合い 
４ 資料同士を関連付けて、環境について 

の記事作成メモをまとめる。 
【グループ活動】 
○ 写真を選択した理由 
○ リード文（１００字） 
○ 見出し（３０字以内） 
 
 
 
 
 

【協働して記事作成メモを作成する様子】 
 

 

○め 資料から分かることを書こう。 

【深い学び】につなげる手立て 
○ 複数の写真の共通点は何かを考えさせることで、複数の資料を関

連付けることの大切さに気付かせるようにする。 

資料を読み取る 
ワークシートの工夫 

【主体的学び】 
につなげる手立て 

○ ５Ｗ１Ｈの形式で

写真の情報を読み取

らせ、記事作成の際

の視点について理解

が深まるようにす

る。 

【対話的な学び・深い学び】につなげる手立て 
○ 協働して記事作成メモを作成することで、「どのよう

に書くと分かりやすいのか」、「相手にも伝わりやすい

のか」について友だちと自分の意見とを比較しながら

考えを深められるようにする。 



主
体
的
な
学
び 

対
話
的
な
学
び 

深
い
学
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ リード文と見出しを発表する。 
 
新たな問いへの気付き 
６ 本時の学習を振り返り、次時への見通し

を立てる。 

深 環境問題は身近なものであることに気付かせるように

する。 

 
イ 児童の意識の変容 

質問 

いつも 

できている 

ときどき 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 

前 後 前 後 前 後 前 後 

 今まで習ったことを思い出しながらあき

らめずに問題をとこうとしていますか。 
２ １ ２ １ １ ０   

自分の考えをノートやプリントに書いて

いますか。 
３ ４ ０ １ ２ ０   

授業中に進んで発表や発言をしています

か。 
３ ４ １ ０ １ １   

 

自分の考えを分かりやすく伝えることが

できていますか。 
  ２ ５ ２ ０ １ ０ 

友だちや先生の説明を聞いて、自分の考

えと同じところ、違うところ、自分や友だ

ちの考えのよさを見つけることができて

いますか。 

２ １ ３ ４     

 これまでに習ったことや経験、資料を関

連づけて課題を解決しようとしています

か。 

０ ４ ０ １ ２ ０ ３ ０ 

 
ウ 成果と課題（○･･･成果、●･･･課題）  
○ 導入段階で、学習内容が自分達の身近な生活と関連したものであることを理解させる

ことが出来た。 
○ ワークシートの工夫により、条件に応じて自分の考えをまとめる力がついた。 
● 複数の資料を関連させて考えさせるための視点を事前に指導する必要があった。 

   
   ※ 参考資料 

○ https://uminohi.jp/   日本財団海と日本PROJECT  

【深い学び】につなげる手立て 
○ 資料から読み取ったことを１００字にまとめさせることで、必要な情報だ

けを書けるようにする。 
○ １００字に要約した文章の中のキーワードを使って見出しを書かせる。 



② 中学校 外国語科 
     第１学年の外国語科で「主体的・対話的で深い学び」につなげる検証授業を行った。

PROGRAM7 “The Wonderful Ocean”の単元における本文読解を取り扱った授業である。 
単元名 PROGRAM7 ( The Wonderful Ocean ) （全６時間：本時５／６） 

本時の目標 
〇本文のタイトルを選び、その理由を伝えようとする。 

〇本文を読み、学んだことや新たに知ったことを書こうとする。 

 
ア 授業の実際   

主な学習内容及び学習活動 
主体的な学び、対話的な学び、 

深い学びにつなげる手立て 

１．本文を黙読する。 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

主 本文を黙読し、本文の内容を理解させる。 

 

 

２．本文の内容を確認する。 

（１）本文の登場人物や内容の確認をす

る。 

（２）本文のタイトルを選び、その理由を

考える。  

（３）ペアで本文のタイトルについて話し

合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 本文の内容に合ったタイトルを選択肢か 

ら選ばせ、その理由を考える。 

対 なぜそのタイトルを選んだかをペアで話

し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

３．本文から学んだことについて意見を書

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Who is A? Who is B? A baby or a mother? 

A B 

 
What is this? 

 
Who is this orca? 

本文を読む前に、本文を読んだ後に答える

質問を全体の場で確認した。あらかじめ質問

を提示することで、読む視点を与えることが

できた。読む視点（＝目的意識）があること

で、答えを探しながら読もうとする「主体的

な学び」につながった。 

タイトルとしては 
1.Family (家族) 2.Love(愛) 3.Bonds(絆)の
３つを提示した。 

対話的な学びにするために、会話例を提示

して全体で練習させた。 
A: Which title did you choose? 
B: I chose No.〇. 
A: Why did you choose No.〇? 
B: ( 理由 ) 
A: I see. 

ここでは、「深い学び」を

ねらいとしたが、お互いの

意見を伝え合う「対話的な

学び」も取り入れた。 
 

A: What did you write?       

B: (書いたことを日本語で伝える。) 
A: I see. 
B: How about you? 
A: (書いたことを日本語で伝える。) 
B: I see. 



主
体
的
な
学
び 

深
い
学
び 

対
話
的
な
学
び 

【生徒の書いた内容】 

 〇 どのような時でも親は子どもと一

緒に行動することが分かりました。 

 〇 ニックは家族思いだと感じました。 

 〇 母親のシャチが子どもを守りたい

という気持ちが伝わりました。 

深 本文から感じたこと、新たに知ったこと

を書かせる。 

４．本時の振り返りをする。 

【生徒の書いた内容】 

 〇～～さんが、本文のタイトルの３番を

選んだ理由を聞いて、そのような考え

方もあるのだなと思いました。 

主 本時の自分自身の学習について振り返ら

せる。 

 
イ 生徒の意識の変容 

  

質問 

いつも 

できている 

ときどき 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 

前 後 前 後 前 後 前 後 

 今まで習ったことを思い出しながらあき

らめずに問題をとこうとしていますか。 
17 20 28 33 6 4 2 0 

自分の考えをノートやプリントに書いて

いますか。 
25 43 18 12 10 2 0 0 

授業中に進んで発表や発言をしています

か。 
15 33 16 22 14 2 8 0 

 

自分の考えを分かりやすく伝えることが

できていますか。 
12 24 27 31 10 2 4 0 

友だちや先生の説明を聞いて、自分の考え

と同じところ、違うところ、自分や友だち

の考えのよさを見つけることができてい

ますか。 

12 22 31 26 6 8 4 1 

 

これまでに習ったことや経験、資料を関連

づけて課題を解決しようとしていますか。 13 20 26 31 12 6 2 0 

 
ウ 成果と課題（〇･･･成果、●･･･課題） 

    〇 本文読解後に答える質問を事前に確認することで、どのような視点で読めばよいか、と

いう目的意識をもたせることができた。 
    〇 本文のタイトルを選ぶことで思考が深まった。必然性のある問題だったので、生徒にと

って深い学びになった。 
    〇 ペアでの「対話的な学び」を取り入れることで、最後の振り返りの際に「〇〇さんの意

見の考え方もあることに気付いた。」というコメントがあり、深い学びにつなげることが

できた。 
    ● タイトルや本文からの学びを書かせる際に、本文の単語などを根拠として考えさせれ

ばよかった。 
    ● 最後の振り返りでは、生徒がそれぞれの視点で書いていた。そのため、教師側から書く

視点を与えるべきだった。 

 本文を深く読ませることで、「シャ

チの家族愛」を読み取らせることがで

きた。 

ペアなどでのやり取りを通して、自

分の考えとは異なる意見を聞き、新た

な考え方をもたせるという深い学びに

つなげることができた。 



③ 導入段階での工夫例（小学校３年 理科） 

     見通しをもって深い学びにつなげるために、図１のように、学    

習問題から確かめる前の考えをもたせ、その考えをもとに実験結    

果を予想させるという学習の流れを設定した。写真１～３は、第    

３学年「電気で明かりをつけよう～電気を通す物・通さない物～」    

の実践事例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気を通す物は「鉄」や「金属」であると考えた児童    

は、提示した実験道具の中で、銀色っぽい物は電気を通 

し、それ以外は電気を通さないと予想し、比較しながら 

主体的に考えることができた。また友達の予想と比較す 

ることで対話的な学習活動が生まれた。振り返る活動で 

は、写真３のように自分の予想と分かったことを比較し、 

さらに深く考えるようになった。確かめる前の考えと考 

えをもとにした結果の予想という見通しをもった学習活 

動が、深い学びにつながった。 

 
④ 展開段階での工夫例（小学校４年 算数科） 

     「面積」の学習では、導入時に架空の地図を見 
せ、空いている土地を自分の土地にしていいと話 
をし、それぞれ自分の土地を決めさせた。その後、 
土地の面積を求める学習を展開していった。 

     Ｌ字型やＭ字型の面積を求める学習では、既習 
事項（正方形や長方形の求積）をもとに、分解し 
て問題を解く児童が多く見られた。１名だけ、「大 
きな長方形から、ない部分を引く」という方法で     【学習で使用した地図】 
解いており、話合いで考えを発表すると、「お～。」、 
「なるほど。」などの声が上がり、多様な考えに触れることができた。地図には、正方形や長

方形に挟まれた土地をあえてＬ字型にし、児童が考える時に見やすいようにした。また、三

角形の面積は第４学年の学習内容ではないが、長方形の半分になっているということに操作

活動を通じて気づかせ、既習事項を生かして三角形の面積も求めることができた。 
 
 
 
 
 
          

【Ｌ字型の求積の児童の考え】      【三角形の求積を説明する児童】 

疑問 
↓ 

学習問題 
↓ 

確かめる前の考え 
↓ 

結果の予想 
↓ 

実験・考察 
↓ 

結論・まとめ 

【写真１：確かめる前の考え】【写真２：考えをもとに結果の予想】 【図１：学習の流れ】 

【写真３：児童の振り返り】 



 

【振り返りカード(１単元１枚)】 

【振り返りを書く様子】 

【児童の振り返り】 

⑤ 展開段階での工夫例 （中学校３年 社会科） 
     裁判所の仕組み・種類・裁判員制度の授業を行い、基礎的知識を身に付けた上で実践的な

授業である「模擬裁判」を行った。 
   
 
 
 

                              【図：手立て】 
 
 

  
 
 

                           【生徒のワークシート】 
 

図の手立てを行ったことで意見交換前と後では判決が変わった生徒がいた。また、生徒主

体の授業を展開したことで、自分たちで決定的な証拠を探したり、一つの結論を出すための

論理的思考力が働いたりした。 
 

⑥ 終末段階での工夫例 (小学校４年 外国語活動)  
     第４学年における「Let’s Try!2 Unit5 Do you have a pen? おすすめの文房具セットを作ろ

う」の学習では、深い学びにつなげるため、視点をもって振り返らせた。 
（参考：赤江小 岩切宏樹指導教諭の実践） 
 

             振り返りの視点 

関心・意欲・態度 
外国語への慣れ親しみ 

・～ができるようになった。 
・～が言えるようになった。 
・～が進んでできた。 

言語や文化に対する 
気付き 

・～を初めて知った。 
・～が心にのこった。 
・～がむずかしかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

○1  有罪か無罪か個人で考えた後、 
他者の意見を聞く時間を設けた。 

○2  タイミングを図りながら視聴覚 
教材で判決のポイントを示した。 

↓視聴覚教材 

↓検察官 

【写真１ 模擬裁判の様子】 
 

↑被告人 

↓裁判官 

↑弁護人 

 

 文末を指定することで、目標に沿った振り返り活動を行

うことができていた。本時の学びを客観的に振り返らせる

ことで深い学びにつながった。また、次時の導入で振り返り

の言葉を紹介することで主体的な学びにもつながった。 

 
英語表現に慣れ親しんだ

ことを振り返り、「自信」

を高めていた。 



Ⅶ 研究の成果と課題 

（１） 成果 
１２月に２回目のアンケートを実施した。その結果は以下の通りである。 

（「できている」の人数は、「いつも」・「ときどき」の合計） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 「深い学び」につなげるための手立てを整理したことで、授業を構想・展開するときに、 
それを意識することができ、授業改善に役立てることができた。また、昨年度の研究を踏ま

え「深い学び」へ焦点を当てることで研鑽を積むことができた。 
   ○ 小学校国語科と中学校英語科の研究授業の指導案に「深い学びの手立て」について記した 

ことで、授業者が研究の主題に沿った授業を展開できた。 
   ○ それぞれの段階で講じた様々な手立てが有効であったことが分かった。 
   ○ アンケートを実施することで、児童生徒の学びに向かう意識の高まりが見られた。 
 
（２） 課題 

● 「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」についての具体的な児童生徒の姿を教師、 
児童、生徒が共有できるような手立てが必要であり、またそれらを町内の先生方へ授業実践

例等を通して発信し、共有していく必要がある。 
 
○ 参考文献 
 ・ 「小学校学習指導要領」              平成２９年７月 文部科学省  
 ・ 「中学校学習指導要領」              平成２９年７月 文部科学省  
 ・ 「平成３０年度 調査研究報告書・教育研究論文集」 平成３１年２月 高原町教育委員会  
 ・ 「平成３０年度 宮崎県教育研究機関連絡協議会 研究収録」    

平成３１年２月 宮崎県教育研究機関連絡協議会  
○ 研究同人 

所 属 職 名 氏 名 所 属 職 名 氏 名 
教育委員会 
教育総務課 

所 長 西田 次良 狭野小学校 研究員 米村 彰 
研究指導員 田鍋 友皇 後川内小学校 主任研究員 森 茂人 

高原小学校 研究員 茅野 聡美 高原中学校 研究員 村橋 眞子 
広原小学校 研究員 山下 真代 後川内中学校 研究員 中村 春香 

 
質問 

できている（人） 
１回目 ２回目 

 

今までに習ったことを思い出しながらあきらめずに問題

をとこうとしていますか。 
１２２ １３５ 

自分の考えをノートやプリントに書いていますか。 １１３ １３０ 
授業中に進んで発表や発言をしていますか。 ９７ １３０ 

 

自分の考えを分かりやすく伝えることができています

か。 
１１０ １３０ 

友達や先生の説明を聞いて、自分の考えと同じところ、

ちがうところ、自分や友達の考えのいいところを見つけ

ることができていますか。 
１１４ １２６ 

 
これまで習ったことや自分がやったことのあること、知

っていること、資料などを関連づけて課題を解決しよう

としていますか。 
１１１ １２７ 

 

主
体
的
な
学
び 

対
話
的
な
学
び 

深
い
学
び 


